
	(財)小佐野記念財団 主催
第２回 高校生による国際交流・国際理解のための
企画コンクール募集要項
国際交流・国際理解についての事業を企画し、海外で実施してみませんか!!

	


　（財）小佐野記念財団は、「世界に開かれ、文化的で活力にあふれた、ふるさと山梨づくり」に寄与することを目的とした事業を行っています。
　その一環として、当財団では、感性豊かな山梨の若者が、広く世界の文化に触れるとともに、海外での交流体験等を通じて国際感覚を養い、世界的な視野を持って活躍する人材となることを願い、自らが企画した事業を実際に海外で実施する機会を提供しています。
　海外の学校等で故郷YamanashiをＰＲし、若者と意見交換をしたり、テレビ局に出演交渉して、日本の最新情報を発信したりetc.。山梨の若者の代表としてやってみたい国際交流事業等を自ら企画してみましょう。
　最優秀者には、当財団からロサンゼルスでの事業実施機会が与えられます。ホームステイをしながら、広い世界を相手に、自らの智恵で企画した事業を、自らの勇気（実行力）で実践してみませんか!!　皆さんの意欲ある提案をお待ちしています。
 １ 主　催：財団法人 小佐野記念財団　
 ２ 後　援：山梨県、山梨県教育委員会、山梨日日新聞社・山梨放送、テレビ山梨、
 　 　　　　ＮＨＫ甲府放送局
 ３ 協　力：ロサンゼルス山梨県人会
 ４ 対　象：県内の高校生（平成２2年度　１・２年生）
 ５ 事業内容：自由（例：Yamanashiの紹介、芸術交流、ボランティア体験　etc.）
 　　　　　　・アメリカ ロサンゼルス市でやってみたい国際交流・国際理解に関する事
業を、自由に企画してみて下さい。
 ６ 応募方法：別紙企画書（予算書を含む）を電子ファイルで提出（提出先は下記）
・電子ファイルは、財団ホームページからダウンロードするか、メールで
問い合わせてください。　※ 電子ファイルとできない場合は、紙でも可
・応募単位は個人あるいは１組２名までのグループとします。
　　　　　　　　 ※ 学校、学年、組単位の応募の場合は、作品の一覧表を添付してください。
＜企画書作成に当たっての留意事項等＞
　　◇事業内容（できるだけ具体的に記載）
　　◇実施スケジュール（日本国内での準備からロサンゼルスでの実施までを記載）
　　　・ロサンゼルス滞在は、現地での準備も含めて５、６日程度です。
　　◇予算書（財団が負担する経費＝予算は１組あたり２０万円が上限）
　　　・会場や資器材等借上げ、人件費（謝礼等）等、必要と思われる経費については、　　　　　自ら調べて、予算の範囲内で実行可能な事業を企画してください。
　　　・海外での経費や事業実施に当たっての制約などを含めて、ロスアンゼルスの事情等については、県人会あてに直接質問することも可能です（企画書欄外参照）。
【ロス山梨県人会e-mail】yamanashikenjinkai@gmail.com
７ 締切り：平成２3年１月２８日（金）
 ８ 表　彰：平成２3年３月下旬（予定）　最優秀賞１名（組）　優秀賞７名（組）
             ※ 審査では、企画の実現可能性も含めて県人会の意見も参考にします。
９ 副  賞：最優秀賞受賞者（組）は自らが企画した事業を自らの手によりロサンゼルス市で実施　及び　ホームステイ体験（平成２３年の夏の予定）
              ※ 事業は、現地県人会等のアドバイスも受けながら企画者自らが手配等を行い、実施することになります。（例：出演・交流・実施先等との交渉など）
また、諸事情により企画内容のとおりとならない場合があることを予めご了承ください。
　　　　　　　※ 事業実施に係る経費のほかに、「往復の交通費」、「滞在費用（現地研修費）３万円」を財団で負担します。
　　　　　　　※ 応募者全員に記念品を贈呈します。
10 その他：応募企画書は返却しません。
問い合わせ先（応募提出先）
〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1（財）小佐野記念財団事務局（山梨県国際交流課内）
  　　　　　TEL  055-223-1435　　FAX  055-223-1438
  　　　　　E-mail  naitou-tsn@pref.yamanashi.lg.jp
URL  http://www.osano-memorial.or.jp
	　　　　　　　　　　　　企　画　書

	学 校 名
	学　年
	氏　名（グループの場合はグループ名と氏名）

	
	
	

	事　　業　　名
	

	事　業　目　的
	

	　事　業　概　要
 ※ 詳細は別紙(5ﾍﾟｰｼﾞ
   以内）として、実施
　 方法も含め具体的に
　 記載して下さい
	

	スケジュール概要
 ※ 詳細は別紙として
   具体的に記載して下
　 さい

	

	特　記　事　項
	


※ 事業実施の制約となる可能性があると思われる例（一部）：①７、８月は現地学校も夏休中のため、まとまった人数の高校生等を一定期間拘束するのは難しいこともあり。②現地には日本語放送局もあり、PR等の場合、そこだけではPR対象が狭くなる可能性があり。 → 詳細は県人会に確認を
予　算　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）
	収　入　の　部
	支　出　の　部

	項　　目

	金　　額
	項　　目
	金　　額（積算内訳含む）

	
	　
	（記入例）
　会場借上げ代
	６０，０００
内訳：　1日20,000×3日

	小佐野記念財団
	２００，０００
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	合　計
	



